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HIGASHINARUSE

　
Ｅ
Ｍ
活
性
液
の
全
戸
配
布
事
業
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
で
廃
止
し
、
株
式
会

社
な
る
せ
加
工
研
究
会
に
製
造
用
機
械
を

譲
渡
し
、
夢
・
な
る
せ
直
売
所
に
お
い
て

製
造
販
売
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
健
康
福
祉
課

　
個
別
避
難
計
画
作
成
事
業
と
し
て
、
災

害
発
生
時
に
お
け
る
高
齢
者
や
障
害
等
の

避
難
行
動
要
支
援
者
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
支
援
者
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
個

別
避
難
計
画
を
作
成
し
、
併
せ
て
地
域
防

災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
小
児
予
防
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
と
し
て
、

令
和
６
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
母

子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
「
母
子
モ
」
に
電
子

予
診
票
機
能
を
追
加
し
て
、
予
診
票
の
簡

素
化
、
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
自
動
管
理
、

医
療
機
関
の
接
種
間
違
い
防
止
な
ど
、
事

務
負
担
の
軽
減
等
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
事
業
は
、
湯
沢
市
雄
勝
郡

医
師
会
及
び
湯
沢
市
・
羽
後
町
と
連
携
・

協
力
し
て
導
入
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
広
域
的
な
体
制
整
備
が
図
ら
れ
、

子
育
て
支
援
の
充
実
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課

　
物
産
振
興
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
経
済

的
支
援
、
郷
土
愛
の
醸
成
や
子
育
て
支
援

と
し
て
、
大
学
進
学
等
の
た
め
村
外
で
暮

ら
す
学
生
等
に
対
し
、
米
な
ど
の
村
の
特

物
価
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業

２
月
末
で
申
請
期
間
終
了

９
割
を
越
え
る
実
績

３月定例会議　施政方針・行政報告

◆
新
年
度
予
算

 

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
前
年

度
に
対
し
、
１
億
２
０
０
万
円
、
２
・

５
％
増
の
41
億
６
７
０
０
万
円
と
な
り
、

全
国
的
に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
基
幹

系
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
対
応
す
る

た
め
の
経
費
や
人
件
費
の
上
昇
・
物
価
高

騰
に
よ
る
財
政
需
要
の
増
加
に
よ
り
過
去

最
大
の
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
地
方
交
付
税
は
23
億
８
０
０
０

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
う
ち
普
通
交

付
税
は
物
価
・
人
件
費
の
高
騰
へ
の
対
応

や
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
少
等
を
見
込
み

18
億
２
０
０
０
万
円
、
特
別
交
付
税
は
地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
な
ど
、
算
定
経
費

の
増
加
に
よ
り
７
０
０
万
円
増
の
５
億
６

０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

財
政
健
全
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
令

和
７
年
度
は
第
５
次
東
成
瀬
村
総
合
計
画

の
最
終
年
度
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画

目
標
の
達
成
に
向
け
て
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
計
画
の
策
定
に
向
け

た
課
題
解
決
手
法
の
検
討
の
実
施
に
つ
い

て
も
盛
り
込
ん
だ
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

◆
総
務
課

　
庁
内
電
算
関
係
で
す
が
、
基
幹
系
業
務

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
移
行
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
４
月
の
運
用
開
始
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
業

務
用
端
末
に
係
る
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
サ
ポ
ー
ト
が
本
年
10
月
に
終
了

す
る
こ
と
を
受
け
、
そ
の
対
応
の
た
め
に

端
末
の
大
規
模
な
更
新
を
行
う
計
画
と
し

て
い
ま
す
。

　
消
防
防
災
関
係
で
す
が
、
秋
田
県
総
合

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
が
全
県
一
斉
に
更
新

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
要
す
る
村
負

担
金
を
予
算
措
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

消
防
団
の
活
動
に
必
要
な
小
型
動
力
消
防

ポ
ン
プ
の
計
画
的
な
更
新
も
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
今
年
度
は
入
道
地
区
の
１
台

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
企
画
課

　
新
規
事
業
と
し
て
、
村
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を

図
る
た
め
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
よ
る

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
そ
の
中

か
ら
よ
り
優
れ
た
作
品
を
使
用
し
東
成
瀬

村
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
す
る
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
は
、
な
る

テ
ッ
ク
と
の
民
間
連
携
隊
員
を
引
き
続
き

採
用
し
つ
つ
、
雇
用
隊
員
も
新
規
に
３
名

追
加
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
米
や
い
ぶ
り
が
っ

こ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
カ
レ
ー
な
ど
の
加
工
品

の
返
礼
が
好
調
で
あ
り
、
令
和
７
年
度
は
、

寄
附
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

も
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
の
充
実
を
図
り
、
寄

附
の
増
加
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
第
５
次
東
成
瀬
村
総
合
計
画
の
最
終
年

度
と
な
り
ま
す
が
、
新
た
に
集
落
の
維

持
・
活
性
化
に
向
け
て
集
落
支
援
員
事
業

に
着
手
し
ま
す
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
再
送
信
設
備
機
器

更
新
事
業
と
し
て
、
耐
用
年
数
を
迎
え
た

本
設
備
の
更
新
を
実
施
し
、
今
後
も
安
定

し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
確
保
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
に
向
け
た
施
策
と
し
て
、

新
た
に
岩
井
川
地
区
に
住
宅
整
備
の
区
画

整
備
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
基
幹
統
計
調
査
事
業
で
は
、
令
和
７
年

度
は
国
勢
調
査
実
施
年
度
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
結
果
に
よ
っ
て
、
普
通
交
付
税
の
算

定
基
礎
が
決
ま
る
重
要
な
調
査
と
な
り
ま

す
の
で
、
村
民
の
皆
様
に
は
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
住
民
生
活
課

　
ご
み
の
減
量
化
対
策
で
す
が
、
生
ご
み

堆
肥
化
推
進
事
業
に
代
わ
る
新
た
な
施
策

と
し
て
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
及
び
コ

ン
ポ
ス
ト
容
器
の
導
入
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
、
購
入
者
に
対
す
る
助
成
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

ン
か
ら
皆
様
に
よ
り
快
適
に
御
利
用
い
た

だ
け
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
建
設
課

　
村
道
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
国
の
交

付
金
等
を
活
用
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
橋

り
ょ
う
の
修
繕
等
の
ほ
か
、
舗
装
補
修
工

事
な
ど
を
順
次
実
施
し
、
安
全
・
安
心
な

道
路
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
の
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
河
川
、

道
路
の
復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
冬
期
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
除
雪

車
両
１
台
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
除
雪
車
に
つ
い
て
は
整
備

を
万
全
に
行
い
、
冬
期
交
通
の
安
全
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
◆
中
央
要
望
会

　
１
月
23
日
に
県
選
出
国
会
議
員
並
び
に

総
務
省
を
訪
問
し
、
村
の
特
殊
財
政
需
要

に
対
す
る
特
別
交
付
税
措
置
に
つ
い
て
要

望
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
今
冬
の
雪
対
策
に
つ
い
て

今
冬
の
積
雪
量
は
過
去
５
年
平
均
よ
り
も

多
く
な
っ
て
お
り
、
12
月
23
日
に
雪
害
警

戒
部
を
設
置
し
、
２
月
６
日
に
は
雪
害
対

策
部
に
改
組
し
て
い
ま
す
。

産
品
を
送
付
す
る
ふ
る
さ
と
応
援
小
包
給

付
事
業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
農
地
の
整
備
に
つ
い
て
、
地
域
計
画
策

定
の
た
め
の
話
合
い
の
場
で
も
条
件
不
利

農
地
の
改
善
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
村
単
独
事
業
で
あ
る
水
田
簡
易
整

備
事
業
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
進
入
路
整

備
・
畦
畔
除
去
・
水
路
整
備
な
ど
、
効
率

的
な
農
作
業
が
で
き
る
ほ
場
の
整
備
に
対

し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、

村
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
に
対

し
、
イ
ノ
シ
シ
用
の
罠
購
入
費
を
補
助
す

る
な
ど
、
人
身
や
農
作
物
等
へ
の
被
害
防

止
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

電
気
柵
の
購
入
費
用
に
対
す
る
補
助
制
度

や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
誘
因
す
る
柿
の
木
や

栗
の
木
の
伐
採
費
用
に
対
す
る
補
助
制
度

を
創
設
し
、
被
害
防
止
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
林
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
７

月
の
大
雨
に
よ
り
被
災
し
た
林
道
大
日
向

線
と
砥
沢
線
の
復
旧
整
備
の
た
め
林
道
改

良
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

継
続
事
業
で
あ
る
秋
田
県
高
性
能
生
産
団

地
路
網
整
備
事
業
の
林
道
専
用
道
谷
地
天

江
線
の
開
設
を
進
め
、
林
業
の
持
続
的
発

展
と
効
率
的
な
森
林
施
業
に
向
け
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
観
光
関
連
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
９

月
を
も
っ
て
栗
駒
山
荘
の
大
規
模
改
修
を

終
え
て
お
り
、
令
和
７
年
度
は
、
オ
ー
プ

　

３
月
４
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
日
程
で
、
令
和
７
年
村
議
会

３
月
定
例
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

施
政
方
針

▲行政報告をする村長
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引
き
続
き

財
政
健
全
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
令

和
７
年
度
は
第
５
次
東
成
瀬
村
総
合
計
画

の
最
終
年
度
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画

目
標
の
達
成
に
向
け
て
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
計
画
の
策
定
に
向
け

た
課
題
解
決
手
法
の
検
討
の
実
施
に
つ
い

て
も
盛
り
込
ん
だ
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

◆
総
務
課

　
庁
内
電
算
関
係
で
す
が
、
基
幹
系
業
務

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
移
行
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
４
月
の
運
用
開
始
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
業

務
用
端
末
に
係
る
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
サ
ポ
ー
ト
が
本
年
10
月
に
終
了

す
る
こ
と
を
受
け
、
そ
の
対
応
の
た
め
に

端
末
の
大
規
模
な
更
新
を
行
う
計
画
と
し

て
い
ま
す
。

　
消
防
防
災
関
係
で
す
が
、
秋
田
県
総
合

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
が
全
県
一
斉
に
更
新

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
要
す
る
村
負

担
金
を
予
算
措
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

消
防
団
の
活
動
に
必
要
な
小
型
動
力
消
防

ポ
ン
プ
の
計
画
的
な
更
新
も
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
今
年
度
は
入
道
地
区
の
１
台

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
企
画
課

　
新
規
事
業
と
し
て
、
村
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を

図
る
た
め
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
よ
る

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
そ
の
中

か
ら
よ
り
優
れ
た
作
品
を
使
用
し
東
成
瀬

村
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
す
る
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
は
、
な
る

テ
ッ
ク
と
の
民
間
連
携
隊
員
を
引
き
続
き

採
用
し
つ
つ
、
雇
用
隊
員
も
新
規
に
３
名

追
加
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
米
や
い
ぶ
り
が
っ

こ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
カ
レ
ー
な
ど
の
加
工
品

の
返
礼
が
好
調
で
あ
り
、
令
和
７
年
度
は
、

寄
附
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

も
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
の
充
実
を
図
り
、
寄

附
の
増
加
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
第
５
次
東
成
瀬
村
総
合
計
画
の
最
終
年

度
と
な
り
ま
す
が
、
新
た
に
集
落
の
維

持
・
活
性
化
に
向
け
て
集
落
支
援
員
事
業

に
着
手
し
ま
す
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
再
送
信
設
備
機
器

更
新
事
業
と
し
て
、
耐
用
年
数
を
迎
え
た

本
設
備
の
更
新
を
実
施
し
、
今
後
も
安
定

し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
確
保
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
に
向
け
た
施
策
と
し
て
、

新
た
に
岩
井
川
地
区
に
住
宅
整
備
の
区
画

整
備
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
基
幹
統
計
調
査
事
業
で
は
、
令
和
７
年

度
は
国
勢
調
査
実
施
年
度
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
結
果
に
よ
っ
て
、
普
通
交
付
税
の
算

定
基
礎
が
決
ま
る
重
要
な
調
査
と
な
り
ま

す
の
で
、
村
民
の
皆
様
に
は
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
住
民
生
活
課

　
ご
み
の
減
量
化
対
策
で
す
が
、
生
ご
み

堆
肥
化
推
進
事
業
に
代
わ
る
新
た
な
施
策

と
し
て
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
及
び
コ

ン
ポ
ス
ト
容
器
の
導
入
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
、
購
入
者
に
対
す
る
助
成
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

ン
か
ら
皆
様
に
よ
り
快
適
に
御
利
用
い
た

だ
け
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
建
設
課

　
村
道
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
国
の
交

付
金
等
を
活
用
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
橋

り
ょ
う
の
修
繕
等
の
ほ
か
、
舗
装
補
修
工

事
な
ど
を
順
次
実
施
し
、
安
全
・
安
心
な

道
路
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
の
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
河
川
、

道
路
の
復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
冬
期
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
除
雪

車
両
１
台
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
除
雪
車
に
つ
い
て
は
整
備

を
万
全
に
行
い
、
冬
期
交
通
の
安
全
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
◆
中
央
要
望
会

　
１
月
23
日
に
県
選
出
国
会
議
員
並
び
に

総
務
省
を
訪
問
し
、
村
の
特
殊
財
政
需
要

に
対
す
る
特
別
交
付
税
措
置
に
つ
い
て
要

望
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
今
冬
の
雪
対
策
に
つ
い
て

今
冬
の
積
雪
量
は
過
去
５
年
平
均
よ
り
も

多
く
な
っ
て
お
り
、
12
月
23
日
に
雪
害
警

戒
部
を
設
置
し
、
２
月
６
日
に
は
雪
害
対

策
部
に
改
組
し
て
い
ま
す
。

産
品
を
送
付
す
る
ふ
る
さ
と
応
援
小
包
給

付
事
業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
農
地
の
整
備
に
つ
い
て
、
地
域
計
画
策

定
の
た
め
の
話
合
い
の
場
で
も
条
件
不
利

農
地
の
改
善
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
村
単
独
事
業
で
あ
る
水
田
簡
易
整

備
事
業
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
進
入
路
整

備
・
畦
畔
除
去
・
水
路
整
備
な
ど
、
効
率

的
な
農
作
業
が
で
き
る
ほ
場
の
整
備
に
対

し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、

村
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
に
対

し
、
イ
ノ
シ
シ
用
の
罠
購
入
費
を
補
助
す

る
な
ど
、
人
身
や
農
作
物
等
へ
の
被
害
防

止
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

電
気
柵
の
購
入
費
用
に
対
す
る
補
助
制
度

や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
誘
因
す
る
柿
の
木
や

栗
の
木
の
伐
採
費
用
に
対
す
る
補
助
制
度

を
創
設
し
、
被
害
防
止
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
林
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
７

月
の
大
雨
に
よ
り
被
災
し
た
林
道
大
日
向

線
と
砥
沢
線
の
復
旧
整
備
の
た
め
林
道
改

良
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

継
続
事
業
で
あ
る
秋
田
県
高
性
能
生
産
団

地
路
網
整
備
事
業
の
林
道
専
用
道
谷
地
天

江
線
の
開
設
を
進
め
、
林
業
の
持
続
的
発

展
と
効
率
的
な
森
林
施
業
に
向
け
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
観
光
関
連
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
９

月
を
も
っ
て
栗
駒
山
荘
の
大
規
模
改
修
を

終
え
て
お
り
、
令
和
７
年
度
は
、
オ
ー
プ

行
政
報
告
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雪
害
は
人
的
被
害
が
２
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
融
雪
期
と
な
り
雪
崩
等
の

注
意
喚
起
を
徹
底
す
る
な
ど
防
災
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
２
月
末
現
在
で
４

６
０
１
件
、
３
４
２
３
万
１
５
０
０
円
の

寄
附
が
あ
り
、
前
年
度
同
期
に
対
し
、
件

数
で
１
２
１
４
件
、
金
額
で
７
７
７
万
５

５
０
０
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
２

月
末
現
在
で
１
件
、
３
０
０
万
円
の
寄
附

が
あ
り
ま
し
た
。

◆
物
価
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
事
業

　
村
民
１
人
あ
た
り
に
１
万
円
を
給
付
す

る
物
価
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業
に
つ

い
て
は
、
２
月
末
で
申
請
期
間
が
終
了
し
、

９
割
を
超
え
る
実
績
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
秋
田
栗
駒
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社

　
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
の
売
上
げ
は
、
入
浴
と

宿
泊
者
の
増
、
宿
泊
等
の
料
金
の
値
上
げ

に
よ
り
12
月
は
前
年
よ
り
１
１
２
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
が
、
１
月
は
宿
泊
、
宴

会
の
利
用
者
が
減
少
し
、
前
年
よ
り
62
万

円
の
減
と
な
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
ス
キ
ー
場
事
業
は
、
12
月
の
ま
と
ま
っ

た
積
雪
に
よ
り
、
前
年
よ
り
１
週
間
ほ
ど

早
く
営
業
を
開
始
で
き
た
こ
と
、
年
末
年

始
や
週
末
の
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
加

え
、
リ
フ
ト
券
と
入
浴
の
セ
ッ
ト
が
半
額

で
購
入
で
き
る
秋
田
県
冬
の
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
東
成
瀬
テ
ッ
ク
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
集
客
支
援
と
な
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
１
月
末
時

点
の
累
計
で
前
年
よ
り
入
場
者
数
が
６
４

２
名
、
売
上
げ
が
３
４
２
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
東
成
瀬
村
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会

　
１
月
30
日
付
け
で
地
域
公
共
交
通
に
関

す
る
協
議
会
を
設
立
し
、
同
日
に
第
１
回

協
議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
は

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
に
規
定
さ
れ
た
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
と
そ
の
施
策
の
実
施
を
進
め

る
も
の
で
、
国
・
県
・
交
通
事
業
者
・
村

内
関
係
者
を
委
員
と
し
て
構
成
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
路
線
バ
ス
を
は
じ
め
と
し
た

公
共
交
通
ご
と
の
役
割
整
理
や
新
た
な
交

通
モ
ー
ド
導
入
に
向
け
た
調
査
、
検
討
を

実
施
し
、
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
３
月
１
日
に
４
名
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
着
任
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
な
る

テ
ッ
ク
所
属
の
隊
員
に
お
い
て
は
、
12
月

31
日
付
け
で
１
名
、
１
月
31
日
付
け
で
２

名
、
２
月
28
日
付
け
で
２
名
の
計
５
名
が

任
期
満
了
に
よ
り
退
任
し
て
い
ま
す
。

　
本
日
現
在
、
総
勢
66
名
の
隊
員
が
活
動

し
て
お
り
、
地
域
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

発
行

　

１
月
31
日
現
在
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は
、
人
口
に
対

す
る
申
請
率
が
93
・
３
％
で
、
交
付
率
は

91
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
交
付
率
は

県
内
自
治
体
で
は
藤
里
町
、
男
鹿
市
に
次

い
で
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保

険
証
と
し
て
の
利
用
関
心
が
高
い
ほ
か
、

行
政
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。　

　
今
年
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
か
ら

10
年
と
な
る
節
目
の
年
で
あ
り
、
カ
ー
ド

自
体
の
有
効
期
限
を
迎
え
る
方
の
更
新
手

続
き
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
広
報
等

を
通
じ
、
周
知
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

◆
雪
下
ろ
し
等
支
援
事
業

　
高
齢
者
宅
等
の
雪
下
ろ
し
や
間
口
除
雪

支
援
事
業
は
各
地
区
活
動
員
等
の
協
力
に

よ
り
、
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
今
冬

は
、
積
雪
量
が
多
く
活
動
員
の
皆
様
に
は

大
変
ご
難
儀
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
事

業
終
了
後
に
は
活
動
員
か
ら
意
見
・
要
望

等
を
拝
聴
し
、
事
業
の
評
価
等
を
行
い
、

次
年
度
事
業
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◆
介
護
保
険
運
営
協
議
会
・

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
２
月
13
日
に
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
東
成
瀬
村
介
護
保
険
運
営
協
議
会

及
び
東
成
瀬
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
各
協
議
会
で
は
、
今
年
度
の
予
算
執
行

状
況
と
次
年
度
の
予
算
編
成
等
に
つ
い
て

の
説
明
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
各
委
員

の
意
見
等
を
拝
聴
し
、
健
全
な
運
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◆
結
核
予
防
婦
人
会
役
員
研

修
会

　
12
月
19
日
に
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
結
核
予
防
婦
人
会
役
員
研
修
会
を

開
催
し
、
今
年
度
の
検
診
事
業
の
報
告
と

来
年
度
の
協
力
内
容
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
明
治
安
田
生
命
秋
田
支

所
の
小
野
寺
梨
恵
チ
ー
フ
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
を
講
師
に
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
活
用
」
に
つ
い
て
の
講
話
を
い
た
だ
き
、

そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
今
年
度
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
65
歳
以
上
の
方
等
へ
の
定
期
接
種

と
な
り
、
10
月
１
日
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
希
望
す
る
方
の
接
種
費
用
の
助
成
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
２
月
末
現
在
で
２
０
６

人
（
20
・
８
％
）
の
対
象
者
が
接
種
し
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
末
ま
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可
能
で

あ
り
、
更
な
る
周
知
を
行
い
、
接
種
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
東
成
瀬
村
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合

　
12
月
23
日
に
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
に
お
い
て

東
成
瀬
村
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の

令
和
６
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
組
合
の
会
計
年
度
末
で
あ
る
10
月
31

日
現
在
に
お
い
て
、
派
遣
職
員
が
８
名
、

派
遣
先
事
業
所
が
５
事
業
所
と
な
っ
て
お

り
、
次
期
繰
越
剰
余
金
が
約
２
５
２
万
円

と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

建
設
業
務
へ
の
在
籍
型
出
向
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、
今
後
は
村
内
建
設
業
者
へ

の
出
向
も
視
野
に
入
れ
て
、
派
遣
職
員
の

増
員
と
組
合
員
の
増
加
を
図
り
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
村
と
し
て
は
、
財
政
負
担
を
考
慮
し
な

が
ら
可
能
な
限
り
増
員
を
目
指
し
、
人
手

不
足
の
解
消
や
担
い
手
確
保
に
支
援
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

◆
令
和
７
年
産
米
の
生
産
の

目
安

　
村
で
は
、
農
業
者
自
ら
の
経
営
判
断
に

よ
る
需
要
に
応
じ
た
生
産
・
販
売
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
生
産
の
目

安
」
を
設
定
し
て
お
り
、
令
和
７
年
産
米

の
生
産
の
目
安
を
１
月
８
日
に
防
災
情
報

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
農
業
再
生
協
議
会

総
会
に
お
い
て
、
前
年
を
下
回
る
１
０
７

２
ト
ン
、
作
付
の
目
安
率
58
・
３
％
と
決

定
し
、
２
月
上
旬
に
各
生
産
者
へ
通
知
し

ま
し
た
。

◆
経
営
所
得
安
定
対
策
等
交

付
金
の
実
績

　
今
年
度
の
経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
村
全
体
で
国
か
ら
２
３

４
６
万
円
余
り
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
訳
は
、
飼
料
用
米
関
係
が
１
９
０
０

万
円
、
飼
料
作
物
関
係
が
79
万
円
、
村
指

定
振
興
作
物
出
荷
助
成
等
の
産
地
交
付
金

が
３
６
６
万
円
余
り
で
２
月
末
ま
で
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
産
物
の
生
産
拡
大
と
生
産
者

の
経
営
複
合
化
を
支
援
す
る
た
め
、
村
単

の
戦
略
作
物
作
付
推
進
交
付
金
制
度
に
よ

り
総
額
約
３
１
４
万
円
を
嵩
上
げ
交
付
し

て
い
ま
す
。

◆
建
設
関
連
事
業

　
７
月
の
豪
雨
に
よ
る
土
木
災
害
復
旧
工

事
の
状
況
で
す
が
、
村
道
不
動
沢
線
道
路

災
害
復
旧
工
事
と
土
倉
沢
河
川
災
害
復
旧

工
事
は
１
月
に
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
土
木
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、

繰
り
越
し
事
業
と
し
て
お
り
、
次
年
度
に

お
い
て
早
期
に
着
手
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
き
ま
す
。

◆
成
瀬
ダ
ム
事
業
関
連

　
12
月
21
日
に
東
京
渋
谷
で
開
催
さ
れ
た

日
本
ダ
ム
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
に
お
い
て
、

村
と
成
瀬
ダ
ム
工
事
事
務
所
が
共
同
で
開

催
し
て
い
る
「
成
瀬
ダ
ム
夜
の
現
場
見
学

会
・
鑑
賞
会
」
が
、
イ
ベ
ン
ト
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
次
年
度
も
、
観
光
需
要
の

拡
大
に
向
け
て
、
更
に
充
実
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

　

12
月
26
日
に
成
瀬
ダ
ム
水
源
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
は
、
流
域
の
自
治
体
・

住
民
・
関
係
団
体
な
ど
広
く
連
携
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
１
月
26
日
に
は
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
る
ん
を
会
場
に

「
成
瀬
ダ
ム
〝
ダ
ム
活
〞
キ
ッ
ク
オ
フ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
、
約
１
５
０

名
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
基
調
講
演
で
は
、
み
や
ぎ
大
崎
観
光
公

社
の
阿
部
昌
隆
常
務
理
事
か
ら
鳴
子
ダ
ム

を
活
用
し
た
観
光
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
成
瀬
ダ

ム
を
地
域
活
性
化
に
活
か
す
方
策
と
し
て

様
々
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
成
瀬
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
、
本
村
及
び

流
域
全
体
の
活
性
化
に
向
け
て
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
次
年
度
は
、
引
き
続
き
本
体
工
事
や
取

水
放
流
設
備
工
事
、
管
理
設
備
工
事
等
の

進
捗
を
図
る
と
と
も
に
、
堤
体
及
び
管
理

庁
舎
に
つ
い
て
は
秋
頃
の
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
村
と
し
て
も
、
成
瀬
ダ
ム
工
事
事
務
所

と
連
携
し
な
が
ら
、
成
瀬
ダ
ム
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
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雪
害
は
人
的
被
害
が
２
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
融
雪
期
と
な
り
雪
崩
等
の

注
意
喚
起
を
徹
底
す
る
な
ど
防
災
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
２
月
末
現
在
で
４

６
０
１
件
、
３
４
２
３
万
１
５
０
０
円
の

寄
附
が
あ
り
、
前
年
度
同
期
に
対
し
、
件

数
で
１
２
１
４
件
、
金
額
で
７
７
７
万
５

５
０
０
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
２

月
末
現
在
で
１
件
、
３
０
０
万
円
の
寄
附

が
あ
り
ま
し
た
。

◆
物
価
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
事
業

　
村
民
１
人
あ
た
り
に
１
万
円
を
給
付
す

る
物
価
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業
に
つ

い
て
は
、
２
月
末
で
申
請
期
間
が
終
了
し
、

９
割
を
超
え
る
実
績
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
秋
田
栗
駒
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社

　
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
の
売
上
げ
は
、
入
浴
と

宿
泊
者
の
増
、
宿
泊
等
の
料
金
の
値
上
げ

に
よ
り
12
月
は
前
年
よ
り
１
１
２
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
が
、
１
月
は
宿
泊
、
宴

会
の
利
用
者
が
減
少
し
、
前
年
よ
り
62
万

円
の
減
と
な
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
ス
キ
ー
場
事
業
は
、
12
月
の
ま
と
ま
っ

た
積
雪
に
よ
り
、
前
年
よ
り
１
週
間
ほ
ど

早
く
営
業
を
開
始
で
き
た
こ
と
、
年
末
年

始
や
週
末
の
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
加

え
、
リ
フ
ト
券
と
入
浴
の
セ
ッ
ト
が
半
額

で
購
入
で
き
る
秋
田
県
冬
の
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
東
成
瀬
テ
ッ
ク
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
集
客
支
援
と
な
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
１
月
末
時

点
の
累
計
で
前
年
よ
り
入
場
者
数
が
６
４

２
名
、
売
上
げ
が
３
４
２
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
東
成
瀬
村
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会

　
１
月
30
日
付
け
で
地
域
公
共
交
通
に
関

す
る
協
議
会
を
設
立
し
、
同
日
に
第
１
回

協
議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
は

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
に
規
定
さ
れ
た
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
と
そ
の
施
策
の
実
施
を
進
め

る
も
の
で
、
国
・
県
・
交
通
事
業
者
・
村

内
関
係
者
を
委
員
と
し
て
構
成
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
路
線
バ
ス
を
は
じ
め
と
し
た

公
共
交
通
ご
と
の
役
割
整
理
や
新
た
な
交

通
モ
ー
ド
導
入
に
向
け
た
調
査
、
検
討
を

実
施
し
、
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
３
月
１
日
に
４
名
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
着
任
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
な
る

テ
ッ
ク
所
属
の
隊
員
に
お
い
て
は
、
12
月

31
日
付
け
で
１
名
、
１
月
31
日
付
け
で
２

名
、
２
月
28
日
付
け
で
２
名
の
計
５
名
が

任
期
満
了
に
よ
り
退
任
し
て
い
ま
す
。

　
本
日
現
在
、
総
勢
66
名
の
隊
員
が
活
動

し
て
お
り
、
地
域
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

発
行

　

１
月
31
日
現
在
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は
、
人
口
に
対

す
る
申
請
率
が
93
・
３
％
で
、
交
付
率
は

91
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
交
付
率
は

県
内
自
治
体
で
は
藤
里
町
、
男
鹿
市
に
次

い
で
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保

険
証
と
し
て
の
利
用
関
心
が
高
い
ほ
か
、

行
政
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。　

　
今
年
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
か
ら

10
年
と
な
る
節
目
の
年
で
あ
り
、
カ
ー
ド

自
体
の
有
効
期
限
を
迎
え
る
方
の
更
新
手

続
き
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
広
報
等

を
通
じ
、
周
知
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

◆
雪
下
ろ
し
等
支
援
事
業

　
高
齢
者
宅
等
の
雪
下
ろ
し
や
間
口
除
雪

支
援
事
業
は
各
地
区
活
動
員
等
の
協
力
に

よ
り
、
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
今
冬

は
、
積
雪
量
が
多
く
活
動
員
の
皆
様
に
は

大
変
ご
難
儀
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
事

業
終
了
後
に
は
活
動
員
か
ら
意
見
・
要
望

等
を
拝
聴
し
、
事
業
の
評
価
等
を
行
い
、

次
年
度
事
業
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◆
介
護
保
険
運
営
協
議
会
・

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
２
月
13
日
に
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
東
成
瀬
村
介
護
保
険
運
営
協
議
会

及
び
東
成
瀬
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
各
協
議
会
で
は
、
今
年
度
の
予
算
執
行

状
況
と
次
年
度
の
予
算
編
成
等
に
つ
い
て

の
説
明
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
各
委
員

の
意
見
等
を
拝
聴
し
、
健
全
な
運
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◆
結
核
予
防
婦
人
会
役
員
研

修
会

　
12
月
19
日
に
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
結
核
予
防
婦
人
会
役
員
研
修
会
を

開
催
し
、
今
年
度
の
検
診
事
業
の
報
告
と

来
年
度
の
協
力
内
容
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
明
治
安
田
生
命
秋
田
支

所
の
小
野
寺
梨
恵
チ
ー
フ
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
を
講
師
に
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
活
用
」
に
つ
い
て
の
講
話
を
い
た
だ
き
、

そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
今
年
度
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
65
歳
以
上
の
方
等
へ
の
定
期
接
種

と
な
り
、
10
月
１
日
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
希
望
す
る
方
の
接
種
費
用
の
助
成
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
２
月
末
現
在
で
２
０
６

人
（
20
・
８
％
）
の
対
象
者
が
接
種
し
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
末
ま
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可
能
で

あ
り
、
更
な
る
周
知
を
行
い
、
接
種
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
東
成
瀬
村
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合

　
12
月
23
日
に
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
に
お
い
て

東
成
瀬
村
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の

令
和
６
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
組
合
の
会
計
年
度
末
で
あ
る
10
月
31

日
現
在
に
お
い
て
、
派
遣
職
員
が
８
名
、

派
遣
先
事
業
所
が
５
事
業
所
と
な
っ
て
お

り
、
次
期
繰
越
剰
余
金
が
約
２
５
２
万
円

と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

建
設
業
務
へ
の
在
籍
型
出
向
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、
今
後
は
村
内
建
設
業
者
へ

の
出
向
も
視
野
に
入
れ
て
、
派
遣
職
員
の

増
員
と
組
合
員
の
増
加
を
図
り
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
村
と
し
て
は
、
財
政
負
担
を
考
慮
し
な

が
ら
可
能
な
限
り
増
員
を
目
指
し
、
人
手

不
足
の
解
消
や
担
い
手
確
保
に
支
援
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

◆
令
和
７
年
産
米
の
生
産
の

目
安

　
村
で
は
、
農
業
者
自
ら
の
経
営
判
断
に

よ
る
需
要
に
応
じ
た
生
産
・
販
売
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
生
産
の
目

安
」
を
設
定
し
て
お
り
、
令
和
７
年
産
米

の
生
産
の
目
安
を
１
月
８
日
に
防
災
情
報

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
農
業
再
生
協
議
会

総
会
に
お
い
て
、
前
年
を
下
回
る
１
０
７

２
ト
ン
、
作
付
の
目
安
率
58
・
３
％
と
決

定
し
、
２
月
上
旬
に
各
生
産
者
へ
通
知
し

ま
し
た
。

◆
経
営
所
得
安
定
対
策
等
交

付
金
の
実
績

　
今
年
度
の
経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
村
全
体
で
国
か
ら
２
３

４
６
万
円
余
り
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
訳
は
、
飼
料
用
米
関
係
が
１
９
０
０

万
円
、
飼
料
作
物
関
係
が
79
万
円
、
村
指

定
振
興
作
物
出
荷
助
成
等
の
産
地
交
付
金

が
３
６
６
万
円
余
り
で
２
月
末
ま
で
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
産
物
の
生
産
拡
大
と
生
産
者

の
経
営
複
合
化
を
支
援
す
る
た
め
、
村
単

の
戦
略
作
物
作
付
推
進
交
付
金
制
度
に
よ

り
総
額
約
３
１
４
万
円
を
嵩
上
げ
交
付
し

て
い
ま
す
。

◆
建
設
関
連
事
業

　
７
月
の
豪
雨
に
よ
る
土
木
災
害
復
旧
工

事
の
状
況
で
す
が
、
村
道
不
動
沢
線
道
路

災
害
復
旧
工
事
と
土
倉
沢
河
川
災
害
復
旧

工
事
は
１
月
に
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
土
木
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、

繰
り
越
し
事
業
と
し
て
お
り
、
次
年
度
に

お
い
て
早
期
に
着
手
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
き
ま
す
。

◆
成
瀬
ダ
ム
事
業
関
連

　
12
月
21
日
に
東
京
渋
谷
で
開
催
さ
れ
た

日
本
ダ
ム
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
に
お
い
て
、

村
と
成
瀬
ダ
ム
工
事
事
務
所
が
共
同
で
開

催
し
て
い
る
「
成
瀬
ダ
ム
夜
の
現
場
見
学

会
・
鑑
賞
会
」
が
、
イ
ベ
ン
ト
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
次
年
度
も
、
観
光
需
要
の

拡
大
に
向
け
て
、
更
に
充
実
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

　

12
月
26
日
に
成
瀬
ダ
ム
水
源
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
は
、
流
域
の
自
治
体
・

住
民
・
関
係
団
体
な
ど
広
く
連
携
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
１
月
26
日
に
は
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
る
ん
を
会
場
に

「
成
瀬
ダ
ム
〝
ダ
ム
活
〞
キ
ッ
ク
オ
フ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
、
約
１
５
０

名
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
基
調
講
演
で
は
、
み
や
ぎ
大
崎
観
光
公

社
の
阿
部
昌
隆
常
務
理
事
か
ら
鳴
子
ダ
ム

を
活
用
し
た
観
光
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
成
瀬
ダ

ム
を
地
域
活
性
化
に
活
か
す
方
策
と
し
て

様
々
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
成
瀬
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
、
本
村
及
び

流
域
全
体
の
活
性
化
に
向
け
て
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
次
年
度
は
、
引
き
続
き
本
体
工
事
や
取

水
放
流
設
備
工
事
、
管
理
設
備
工
事
等
の

進
捗
を
図
る
と
と
も
に
、
堤
体
及
び
管
理

庁
舎
に
つ
い
て
は
秋
頃
の
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
村
と
し
て
も
、
成
瀬
ダ
ム
工
事
事
務
所

と
連
携
し
な
が
ら
、
成
瀬
ダ
ム
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
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お
詫
び

　
本
村
職
員
に
よ
る
公
有
物
の
窃

取
が
発
覚
し
、
令
和
７
年
２
月
28

日
付
け
で
当
該
職
員
の
懲
戒
免
職

処
分
を
行
い
ま
し
た
。

　
村
民
皆
様
の
信
頼
を
著
し
く
失

墜
さ
せ
る
事
態
を
招
い
た
こ
と
は

極
め
て
遺
憾
で
あ
り
、
衷
心
よ
り

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
件
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
村
顧
問
弁
護
士
と
横
手
警
察

署
に
相
談
し
な
が
ら
、
実
態
の
解

明
に
向
け
て
調
査
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　
本
職
を
は
じ
め
職
員
一
同
、
今

回
の
事
態
を
重
く
受
け
止
め
、
今

後
は
村
民
皆
様
の
信
頼
回
復
に
向

け
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
再
発
防

止
と
綱
紀
粛
正
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
令
和
７
年
３
月
21
日

　
　
東
成
瀬
村
長　
備
前　
博
和

 

東
成
瀬
村
職
員
の
懲
戒
処
分
の
公
表

１　
処
分
の
内
容

　
（
１
）
処
分
年
月
日　
令
和
７
年
２
月
28
日

　
（
２
）
当
事
者
の
処
分

　
　
当
該
職
員

　
　
　
産
業
振
興
課　
主
事　
20
代
男
性

懲
戒
免
職
（
公
有
物
の
窃
取
）

※
管
理
監
督
者
の
２
名
に
関
し
て
は
、
調

査
結
果
が
ま
と
ま
り
次
第
公
表
い
た
し

ま
す
。

２　
事
案
の
概
要

こ
れ
ま
で
の
村
の
調
査
及
び
当
該
職
員
へ

の
事
情
聴
取
の
結
果
、
当
該
職
員
が
企
画
課

勤
務
の
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
と
産

業
振
興
課
勤
務
の
令
和
６
年
度
の
３
年
間
に

お
い
て
、
担
当
し
て
い
た
公
有
物
購
入
に
お

い
て
、
リ
ー
ス
契
約
で
の
購
入
物
及
び
請
求

書
の
改
ざ
ん
に
よ
り
購
入
し
た
物
品
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
等
で
販
売
し
て
い

た
。

３　
処
分
の
理
由

当
該
職
員
が
行
っ
た
行
為
は
地
方
公
務
員

法
に
抵
触
し
、
法
令
違
反
は
明
白
で
、
信
用

失
墜
行
為
の
禁
止
に
も
抵
触
す
る
こ
と
か

ら
、地
方
公
務
員
法
第
29
条
第
１
項
第
１
号
、

第
３
号
及
び
同
法
第
33
条
の
規
定
に
よ
り
懲

戒
免
職
処
分
と
し
た
も
の
で
す
。

４　
被
害
額
に
つ
い
て

現
在
調
査
中
で
あ
り
、
確
定
し
た
被
害
額

を
後
日
公
表
い
た
し
ま
す
。

●投 票 日　　令和７年４月６日（日）
●投票時間　　午前７時から午後７時まで
●開　　票　　当日午後８時から

●期日前投票をご利用ください
投票日に仕事や旅行、病気などの事情で投票所へ行けない方は、期日前投票
をすることができます。

　期　　間　　３月21日（金）から４月５日（土）まで
　時　　間　　午前８時30分から午後８時まで
　投 票 所　　防災情報センター１階

問　選挙管理委員会（総務課内）　☎４７－３４０１

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

４月６日は秋田県知事選挙の投票日です
秋 田 県 知 事 選 挙秋 田 県 知 事 選 挙

村職員の不祥事に関するお詫びと報告

役場からのお知らせ
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　村では、児童生徒数の減少に伴い、令和７年度からスクールバスの運行を村が自ら行うことにな
りました。これに伴い、現在中学生のスクールバスとして運行している路線バスが減便となります。
　また、村内で利用が少ない便についても減便となります。村民の皆様にはご不便をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いいたします。
　新しい路線バスの運行ルートや時刻などの詳細については、羽後交通の発行するバス時刻表をご
覧ください。

問　企画課　☎４７－３４０２

路線バスの本数や時刻が変わります
～令和７年４月１日から～

　種子伝染性の病害（いもち病、ばか苗病等）は種子消毒により防除しますが、処理方法や水温の
管理、水の交換等を適切に行い、防除効果を最大限発揮させる必要があります。
次のポイントに留意し管理をしましょう。

○浸種水温は、10～15℃で防除効果が高いので、10℃の水温が確保できる４月上旬頃を目安に浸
種を開始する。

○浸種持の水量は、種子１㎏に対し、水約3.5リットルとする。
○浸種期間は、浸種水温10℃で６～８日、14℃で６日程度とし、薬効を安定させるため、水の交
換は２～３回とする。浸種は、水道水や井戸水を用いて水槽で行い、温度管理できていない河川、
湖沼の水は使用しない。外気温が平年を大きく下回る場合は、水槽の温度を一定に保つことが難
しいため、特に注意が必要です。

○塗沫法及び湿粉衣法は、種子表面に付着した薬剤が浸種後、水に溶け出し、種子周囲の薬剤濃度
が高まった状態で消毒効果が発揮される。そのため、浸種開始後２日間は種子袋をゆすったり、
水のかけ流し、循環や水の交換はしない。

○未消毒種子は、吹き付け・塗沫済み種子と同じ容器で同時に浸種や催芽しない。
○複数の品種や来歴、防除方法の異なる種子を同じ容器で同時に浸種や催芽をしない。

問　農業総合指導センター　☎４７－３４０６

７年産米の適切な種子消毒の実施について
～防除効果を発揮させる浸種のポイント～

児童
福祉

　村では、小・中学校入学を迎えるお子さん、令和７
年４月１日時点で15歳になるお子さんの健やかな成長
を願い、子育て支援金を支給します。
　対象となる方にはお知らせをお渡ししておりますの
で、受給を希望される方は、３月24日（月）まで申請
書を健康福祉課にご提出ください。

問　健康福祉課　☎ ４７－３４１０

子育て支援金（入学祝い金）
を支給します

年金

農業

　出産予定日または出産日に属する月の前月から４か
月間の国民年金保険料が免除されます。
　手続きは出産予定日の６か月前から可能ですので、
住民生活課でお早めに手続きをお願いします。

問　住民生活課　☎４７－３４０４

産前産後期間の国民年金保険料
が免除されます

information
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役場からのお知らせ
健康
づくり

　健康保持・増進のために目標を設定して取り組む方を応援します。貸出し要件を満たした方に対
し、万歩計、自動血圧計、体重計（体組成計機能付）のうち、いずれかひとつを無料で貸出ししま
す。
　体重増加が気になる方、血圧が高いと言われる方など、健康管理でお悩みの方はぜひ事業にご参
加ください。
　健康診断の前に、ご自身の健康状態と向き合ってみませんか。

◆ 貸出し要件
　◎定期的に各種健診を受診していること
　◎生活習慣を改善するため、目標を決めて３か月以上継続して使用する意欲があること

◆申し込み方法等　
　◎申請時に保健師と面談し、目標を設定後、事業参加申請書をご提出ください。
　◎貸出し期間中は定期的に記録し、保健師にご提出ください。
　※目標を達成した方は、貸出し機器を継続してご使用できます！

問　健康福祉課　保健師　☎４７－３４１０

あなたの健康づくりをサポートします！
健康管理応援事業のご案内

　村では４月以降も引き続き、介護保険第１号被保険者（65歳以上の高齢者）のうち、特に閉じ
こもりがちな高齢者や公共交通機関を利用することが困難な方を対象に、外出の機会を作り要介護
状態になることを予防するとともに、地域において健康で安心した生活が送れるよう支援すること
を目的とした介護予防移送支援事業を実施します。
　４月以降の運行日程は、３月広報に同封の予定表をご覧ください。
　また、事業の利用を希望する方および通院や買い物の支援にお手伝いいただけるボランティアの
方も募集します。詳しくは３月広報に同封のチラシをご覧ください。

問　健康福祉課　☎４７－３４１０

　今年度の新型コロナワクチン定期予防接種実施期間は、令和７年３月31日までです。対象者と
なる方には昨年10月に案内を送付しています。接種を希望される方は、お早めにかかりつけ医等
へご相談・ご予約をお願いします。
　感染症予防の基本は、手洗い・うがい・マスク着用と咳エチケットです。季節の変わり目は体調
を崩しやすくなりますので、十分に注意しましょう。

問　健康福祉課　☎４７－３４１０

介護予防移送支援事業の利用者、ボランティアを募集します
介護
予防

新型コロナワクチン定期予防接種は令和７年３月31日までです
予防
接種

高
低
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祝 卒業　東成瀬小学校卒業式 3月14日

　
２
月
28
日
に
、
６
年
生
を
送
る
会
を
行

い
ま
し
た
。「W

e love 

６
年
生　
た
く

さ
ん
の
笑
顔
と
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
」

を
テ
ー
マ
に
、５
年
生
が
、お
世
話
に
な
っ

た
６
年
生
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
全

校
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
と
計
画
し
て
く
れ
ま
し

た
。
思
い
出
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
○
×

ク
イ
ズ
、
６
年
生
の
似
顔
絵
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、
楽
し
く

あ
た
た
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
６
年
生

は
少
し
照
れ
な
が
ら
も
、
う
れ
し
そ
う
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
６
年
生
か
ら
は
、
合
奏
の
発
表
と
在

校
生
一
人
一
人
へ
贈
る
言
葉
を
書
い
た
し

お
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
６

６
年
生
を
送
る
会

　
６
年
生
は
、
３
学
期
「
卒
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〜
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
伝
え
よ

う
〜
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
卒
業
文

集
」「
学
校
へ
」「
地
域
へ
」
の
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
を
分
担
し
、
思
い
出
を
文
集
に
ま

と
め
た
り
、
校
舎
を
き
れ
い
に
掃
除
し
た

り
、
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
々
へ
感

謝
の
言
葉
を
伝
え
た
り
す
る
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
最
高
学
年
と
し
て
１
年
間
力
を

合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
き
た
友
達
へ
、
自

分
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た
後
輩
達
へ
、
そ

し
て
、
12
年
間
い
つ
も
寄
り
そ
い
支
え
て

く
れ
た
家
族
に
も
、
卒
業
と
い
う
大
き
な

節
目
に
、
し
っ
か
り

と
思
い
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
様
子
で

す
。

卒
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
３
月
14
日
は
、卒
業
証
書
授
与
式
で
し
た
。

今
年
度
は
12
名
の
卒
業
生
が
、
思
い
出
の
た

く
さ
ん
つ
ま
っ
た
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
ご
来
賓
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
が

見
守
る
中
、
卒
業
生
一
人
一
人
が
将
来
の
夢

や
中
学
校
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
を
壇
上
で

発
表
し
、立
派
に
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

今
年
１
年
、
全
校
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
く

れ
た
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
中
学
校
で
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

夢
い
っ
ぱ
い
　
か
し
こ
く

や
さ
し
く
　
た
く
ま
し
く

年
生
と
一
緒
の

楽
し
い
思
い
出

を
、
ま
た
一
つ

作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

９ 2025.３広報　ひがしなるせ



　

２
月
17
日
、
小
中
連
携
教
育
事
業
で

「
ふ
る
さ
と
先
生
講
演
会
」
が
開
か
れ
、

小
学
５
年
生
〜
中
学
２
年
生
の
児
童
生
徒

が
参
加
し
ま
し
た
。
本
村
在
住
で
現
在
雄

勝
広
域
森
林
組
合
事
業
統
括
課
長
を
務
め

ら
れ
て
い
る
佐
々
木
光
広
さ
ん
に
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
月
28
日
に
今
年
度
末
の
生
徒
総
会
が

開
か
れ
、
今
年
度
の
各
委
員
会
の
反
省
と

来
年
度
へ
の
要
望
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

３
年
生
か
ら
も
後
輩
へ
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

祝 卒業　東成瀬中学校卒業式 3月８日

　
ま
た
、
３
月
６
日
に
は
生
徒
会
執
行
部

が
企
画
し
た
３
年
生
を
送
る
会
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
ク
イ
ズ
な
ど
の
出
し
物
で
楽
し

ん
だ
後
、
感
謝
の
気
持
ち
を
お
互
い
に
伝

え
合
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
先
生
に
学
ぶ

３
年
生
か
ら
後
輩
へ
、

　

後
輩
か
ら
３
年
生
へ

～
生
徒
総
会
・
３
年
生
を
送
る
会
～

生
き
生
き
東
中
生

102025.３ 広報　ひがしなるせ



▲音楽だいすき

11 2025.３広報　ひがしなるせ

▲勝ったのはグリーンチーム！ ▲ボール遊びで汗を流す４・５歳児

▲雪上カーリング ▲雪だるまと記念撮影

雪
の
魅
力
を
満
喫
！

　
２
月
14
日
、
な
る
せ
っ
子
雪
ま
つ
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
宝
探

し
や
的
当
て
、
か
ま
く
ら
な
ど
で
大
い
に

楽
し
み
ま
し
た
。
玄
関
先
で
は
ホ
ッ
ト
ド

リ
ン
ク
が
提
供
さ
れ
、
親
子
で
暖
を
と
る

姿
が
微
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

主
体
性
と
社
会
性
を
育
む
！

　
講
師
は
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
佐
藤
コ
ー

チ
で
す
。
寒
さ
に
負
け
ず
元
気
に
身
体
を

動
か
し
て
遊
べ
る
よ
う
、
毎
年
こ
の
時
季

に
４
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
佐
藤
コ
ー

チ
が
実
践
す
る
、
主
体
性
と
社
会
性
の
育

ち
に
つ
な
が
る
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
大
き
く
導
く
、
大
変
有
意
義
な
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
が
好
き
！

　

友
だ
ち
が
好
き
！

　
　

東
成
瀬
が
好
き
！

粘
土
で
作
る
小
動
物

放
課
後
子
ど
も
教
室

　
２
月
27
日
、
講
師
に
餘
目
紀
子
さ
ん
を

お
迎
え
し
て
、
粘
土
工
作
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
集
中
力
や
発
想
力
・
想
像
力
を
高
め

る
効
果
の
あ
る
粘
土
工
作
で
す
が
、
今
回

は
、
り
す
な
ど
の
小
動
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
手
先
や
指
先
を
細
か
く
使
い
な
が
ら

丁
寧
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

音
楽
リ
ズ
ム
遊
び

な
る
せ
っ
子
広
場

　
３
月
11
日
、
講
師
に
音
楽
療
法
士
の
日

沼
郁
子
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
親
子

で
生
演
奏
に
触
れ
る
経
験
は
、
心
の
落
ち

着
き
や
感
受
性
を
豊
か
に
育
む
効
果
が
あ

り
、
毎
回
人
気
の
企
画
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

▲細かな手作業

▲説明をしっかり▲４種類の小動物



Assistant　Language　Teacher

なるせダイアリー

Last month, I went with Sam to the Namahage festival in Oga city! 

It was a long drive to get there, but we had a great time! I enjoyed seeing 

the many events and learning about the Namahage. My favorite event 

was when the Namahage came down the mountain with torches.

The Namahage are a unique part of Akita’s culture. I hope to go to more 

festivals in the future!
先月、サムと一緒に男鹿市のナマハゲ祭りに行って

きました！ 車で行くには長い道のりでしたが、と

ても楽しい時間を過ごせました！ たくさんのイベ

ントを見て、ナマハゲについて学ぶことができて楽

しかったです。一番気に入ったのは、ナマハゲが松

明（たいまつ）を持って山を下りてくるイベントで

す。ナマハゲは秋田の文化のユニークな部分です。

今後ももっと多くの祭りに行きたいです！

カイル
の

カイル
の

　アメリカのオハイオ州出身です。アメリカのケント

州立大学で美術教育と日本語を勉強しました。

　令和５年８月７日、村のＡＬＴに着任しました。

　絵を描いたりゲームすることが好きです。よろしく

お願いします！

Kyle Joseph Straka(カイル・ジョセフ・ストレイカ)

��������������������� ～ナマハゲに会えた！～

少年と犬
馳　星周　著　／　文藝春秋

寝るのが楽しくなる睡眠のひみつ
ヴィッキー・ウッドゲート　作／　創元社

傷つき悩み、惑う人々に寄り添って
いたのは一匹の犬だった―。2011
年秋、仙台。震災で職を失い家族の
ため犯罪に手を染めた男。偶然拾っ
た犬が男の守り神になった（男と

おらほの図書館

４月の休館日　6日（日）、20日（日）　
　　　　　　　29日（祝）
おはなし会　　５日（土）10：30～

～おしらせ～

きてたんせきてたんせ

本のご予約承ります。 ☎ 38－8711まで

眠りは生きていくのに欠かせ
ないもの。眠りにまつわる
様々な謎を解き明かしなが
ら、眠り不思議な世界を探検
してみよう！子どもと一緒に
大人も楽しめる知識絵本。

@NaruseLibrary

なるせ
児童館 図書室

（旧ツイッター）

やってます。やってます。

犬）。壊れかけた夫婦はその犬をそれぞれ別の名前で
呼んでいた（夫婦と犬）。人と犬の種を超えた深い絆
を描く感涙作。

122025.３ 広報　ひがしなるせ



「ふるさとクッキング」を開催しました！

　東成瀬村こども家庭センターでは、３月９日に
「おやこdeふるさとクッキング」を開催し、５家
族18名にご参加いただきました。
　かわいらしいエプロンを身につけ、即席味噌汁の
素であるみそ玉と、おいしい仙人米を使った小さい
お花の巻き寿司を、親子で楽しく作っていました。
　ほうれん草、きゅうりなど苦手なお子さんの多い
野菜も喜んで食べ、食欲全開、豪快にのり巻きなど
を頬張っていました。
　お米の食べ比べでは、改めて仙人米のおいしさを
感じ、ビスケットの天ぷらの試食では、パパ・ママ
も「初めて食べた！おいしい！」と大好評でした。

　
秋
田
県
消
防
協
会
湯
沢
市
雄
勝
郡
支
部

が
主
催
す
る
火
災
予
防
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

に
お
い
て
、
東
成
瀬
小
学
校
４
年
生
の
鈴

木
伶
奈
さ
ん
の
標
語
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
６
年
度

元
気
な
ふ
る
さ
と
・
雄
湯
郷
づ
く
り

県
民
運
動　

顕
彰
受
賞

　
３
月
11
日
、
雄
勝
地
域
振
興
局
に
て
令

和
６
年
度
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
・
雄
湯
郷

づ
く
り
県
民
運
動
」
顕
彰
事
業
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
な
る
せ
ゆ
い
っ
こ
の
会
の
取
組

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　犬マンガの第一人者と呼ばれ、今もなお精力的に活躍されている高橋よしひろ先生を
みんなで応援しましょう！

◆申込先　東成瀬村田子内字仙人下30番地１
　　　　　（東成瀬村総務課内　高橋よしひろ後援会事務局）
◆年会費　1,000円

問　総務課　☎４７－３４０１

最優秀賞　鈴木　伶奈
「ねる前に　
　　指さしかくにん
　　　消しわすれ」

鈴
木
伶
奈
さ
ん
最
優
秀
賞
！

火
災
予
防
作
品
コ
ン
テ
ス
ト▲雄勝地域振興局長（左）

　会長の鈴木春一さん（右）

横
浜
か
ら
帰
省
中
の
ご
家
族
も

　
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
！

新規会員
大募集!!

漫画家　高橋よしひろ後援会

13 2025.３広報　ひがしなるせ

みんなの広場



・村が直接雇用する隊員　８名
・民間連携隊員　56名　・委嘱隊員　２名

地域おこし協力隊　隊員数
（令和７年３月１日時点）

ニクリシェエフ　ドミトリイ

・出身　ロシア
・趣味　旅行、読書、登山
　東成瀬村の冬の美しさに感動して移住を決意いた
しました。
　以前は再生可能エネルギー開発会社でエンジニア
として働いていました。村の歴史や文化を学びなが
ら、東成瀬村が地元の方々にとってさらに住みやす
く、そして世界中の観光客にとってより魅力的な場
所になるよう、地域活性化に全力で取り組んで参り
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

・出身　愛知県春日井市
・趣味　演劇、スポーツ観戦、写真
　もともと岩手大学に在学していたのですが、
自分のやりたいことを見つめなおしたいと考え
休学をしました。休学中になるテックを紹介し
てもらい、経営理念に感銘を受け応募しまし
た。地域おこし協力隊としてまずは東成瀬村に
身を置き、地域が抱える課題を肌で感じたいと
思っています。

臼田　祥英　うすだ　しょうえい

菅原　和磨　すがわら　かずま

・出身　秋田県潟上市
・趣味　筋力トレーニングで、健康維持や体力向

上を目指して頑張っています。
　以前は、職業訓練でウェブ制作について学んで
おりました。
　日本の社会課題をテクノロジーで解決するとい
う理念に共感したので、入社を決めました。
　今後、地域おこし協力隊として、地元企業や自
治体のデジタル化を支援し、業務の効率化や地域
の魅力発信に貢献していきたいと考えておりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

・出身　秋田県潟上市
・趣味　演読書（児童文学、ファンタジー、純文

学が特に好きです）
　大学卒業後、図書館に勤務しておりました。な
るテックに入社したきっかけは、エンジニアとし
てのスキルを得られるだけでなく、以前より関心
のあった地方創生事業に携われる点に強く惹かれ
たためです。地域おこし協力隊として、村の生活
や産業に資するシステムの開発やIT教育の現場で
貢献していきたいと思っております。
　どうぞよろしくお願いいたします。

本田　　樹　ほんだ　たつき

142025.３ 広報　ひがしなるせ

地域おこし協力隊
東成瀬

村



　３月１日に、ジュネス栗駒スキー場で開催され
た、「雪まつり」のステージ司会を務めさせてい
ただきました進藤です。当日は多くの皆さんにご
来場いただき、ありがとうございました。ステー
ジでは、成瀬仙人太鼓の皆さんによる迫力ある演
奏、AIUの大学生の皆さんによる華やかなフラ
ダンス、そして可愛らしい子ども達によるスキー
ウェアファッションショーを開催しました。

進藤美友紀

永山和宏

活動日記

　みなさんこんにちは！なるテックの永山（かず
にゃん）です！
　東成瀬村の温泉水を活用したオールインワン保湿
液「akaulu」を広めるために奮闘しています。
　嬉しいことに、最近「akaulu愛用している
よ！」というお声をたくさんいただくようになりま
した。先日、岩井川フェスに参加した際に直接感想
を伺う機会もあり、「１本で済むから使いやすい」
「子供と愛用しています！」といった言葉にとても
励まされました。
　また、新たに「東成瀬村役場の観光物産コーナー」でも取り扱いが開始されました！「なるせ温泉
東仙歩」「やまゆり温泉ホテルブラン」「デイリーヤマザキ」「なるテックオフィス」とあわせて、
ぜひお近くの店舗で手に取ってみてください。
　最近、新しいakaulu製品の試作も進めています！詳細はまだお伝えできませんが、皆さんに喜ん
でいただけるよう開発を頑張っていますので、ぜひ楽しみにしていてくださいね。
　これからも「akaulu」と共に挑戦を続けていきます。応援よろしくお願いいたします！

　また、太鼓体験やフラダンス教室など、皆さんのご協力のおかげで笑顔あふれる素敵な時間を
作り上げることができました。ファッションショーに出演してくれた子ども達にとっても、心に
残る冬のお祭りになっていたら嬉しい限りです。
　皆さんの温かいご協力のおかげで、無事に大盛況のうちに終えることができました。これから
も、幸せな笑顔でいっぱいになるようなイベントを開催してまいりますので、引き続きよろしく
お願いいたします。

なるテック

15 2025.３広報　ひがしなるせ



 

ダム堤体下流から見た状況（昨年との比較）

（令和６年２月２９日撮影）（令和７年２月２７日撮影）

除雪・排雪状況（令和７年２月１１日撮影）

-50

50

150

250

350

12月 1月 2月

過去5年間の積雪量（赤滝プラントヤード）

2020年度 2021年度 2022年度

2023年度 2024年度

ダムの岩盤を補強する
基礎処理工を実施しています！

管理庁舎へ供給する水・電気の配管を設置しています！

転流工を閉塞する準備をしています！

※月末の積雪量

（cm）

2024年度
12月…195cm
1月…234cm
2月…330cm

162025.３ 広報　ひがしなるせ
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成
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ふ
と
目
に
し
た
古
墳
に
好
奇
心
を

　

ふ
と
目
に
し
た
古
墳
の
写
真
に

好
奇
心
を
そ
そ
ら
れ
る
。
千
葉
市

中
央
区
・
住
宅
地
に
囲
ま
れ
た
大

覚
寺
（
だ
い
か
く
じ
）
山
古
墳
。
住

宅
地
に
あ
る
古
墳
は
そ
う
珍
し
い

光
景
で
は
な
い
と
言
う
が
、
前
方

後
円
墳
（
ぜ
ん
ぽ
う
こ
う
え
ん
ふ
ん
）

と
な
る
と
訳
が
違
う
。

　

大
覚
寺
山
古
墳
は
、
市
内
最

大
・
最
古
の
前
方
後
円
墳
で
す
。

１
９
６
９
年
に
宅
地
造
成
の
た
め

に
山
林
を
伐
採
し
た
際
に
、
初
め

て
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
後
円
部
の

直
径
が
前
方
部
の
最
大
幅
よ
り
も

大
き
く
、
後
円
部
が
前
方
部
よ
り

も
高
い
こ
と
、
低
地
を
臨
む
台
地

上
の
自
然
地
形
を
利
用
し
て
造
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
特
徴
か

ら
、
築
造
年
代
は
４
世
紀
後
半
の

古
墳
時
代
前
期
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
本
格
的
な
発
掘
調

査
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
２

０
０
１
年
に
実
施
し
た
レ
ー
ダ
ー

に
よ
る
埋
蔵
物
の
探
査
の
結
果
か

ら
、
後
円
部
に
埋
葬
施
設
と
推
定

で
き
る
施
設
の
存
在
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
（
中
略
）
壊
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
い
に
し
え
の
姿
を
よ
く

残
し
、
学
術
的
に
高
く
評
価
で
き

る･･･
。
（
千
葉
市
教
育
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　

そ
も
そ
も
「
前
方
後
円
墳
」
が

住
宅
地
と
共
存
で
き
る
も
の
だ
ろ

う
か
。
代
表
的
な
古
墳
形
式
と
し

て
知
ら
れ
る
「
前
方
後
円
墳
」
。

書
物
等
で
し
か
知
り
得
な
い
浅
学

で
あ
る
が
、
そ
の
大
き
さ
と
形
態

が
先
入
観
と
相
い
れ
な
い
。

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
近
く

に
千
葉
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
。
駐
車
を
当
て
込
み

車
で
向
か
う
。
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
、
古
墳
と
駐
車
の
お
断
り
を
告

げ
る
と
「
ど
う
ぞ
」
と
言
わ
れ
、

親
切
に
古
墳
へ
の
道
順
も
教
え
て

く
れ
た
。
住
宅
の
間
を
１
０
０
㍍

ほ
ど
歩
い
て
い
く
と
、
突
然
、
目

の
前
に
丸
み
を
帯
び
た
小
高
い
丘

（
古
墳
）
が
現
れ
た
。
そ
の
上
に

人
が
見
え
る
。
（
古
墳
の
上
を
歩

け
る
？
）
首
を
か
し
げ
な
が
ら
上

が
り
口
を
探
し
、
半
周
ほ
ど
す
る

と
階
段
が
あ
っ
た
。
階
段
を
上
る

と
刻
印
石
（
史
跡
）
が
あ
り
、
そ

の
先
は
な
だ
ら
か
な
傾
斜
を
保
つ

緑
地
に
な
っ
て
い
た
。
ど
う
や

ら
、
古
墳
内
は
自
由
に
立
ち
入
り

が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　

古
墳
と
言
わ
れ
な
け
れ
ば
、
公

園
と
間
違
え
そ
う
な
ほ
ど
周
囲
に

な
じ
ん
で
い
た
。
１
６
０
０
年
以

上
も
古
（
い
に
し
え
）
の
遺
構
。
言

い
知
れ
ぬ
思
い
を
感
じ
な
が
ら
歩

い
た
。

ｔ
ｏ
ｋ
ｏ　

概要図

住宅の間から 墳丘（概景）
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ふるさとへの便り
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労
働
保
険
の
手
続
き
は
電
子
申
請
で
！

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

総
称
）
に
関
す
る
申
請
や
届
出
に
つ
い
て

は
「
電
子
申
請
」
を
使
う
こ
と
で
「
カ
ン

タ
ン
・
便
利
」
に
手
続
き
で
き
ま
す
。

　
無
料
で
電
子
申
請
を
お
手
伝
い
す
る
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
時
間
や
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
電
子

申
請
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問�　
秋
田
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

室
☎
０
１
８
（
８
８
３
）

　
４
２
６
７

 

カ
ラ
ス
の
営
巣
に
よ
る
停
電
事
故
防

止
の
た
め
の
情
報
提
供

　
春
は
カ
ラ
ス
の
繁
殖
期
で
、
電
柱
上
に

巣
が
作
ら
れ
、
巣
の
材
料
と
な
る
針
金
な

ど
が
電
線
に
触
れ
て
漏
電
し
、
停
電
の
原

因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
停
電
事
故
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ま
も
巣

を
発
見
し
た
場
合
は
情
報
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。

問　
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
０
１
２
０
（
１
７
５
）
３
６
６

２
０
２
５
年
度
労
働
基
準
監
督
官
採

用
試
験

◆�

試
験
日
時　
５
月
25
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
35
分
ま
で

◆
場
所　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
（
予
定
）

○
受
験
資
格　

・�

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

・�

平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
次

に
掲
げ
る
方

①�

大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
令
和
８
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

方
②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
方

○
採
用
予
定
者
数

・�

労
働
基
準
監
督
Ａ
（
法
文
系
）
約
１
５

０
人

・
労
働
基
準
監
督
Ｂ
（
理
工
系
）
約
40
人

◆
申
込
期
間　
３
月
24
日
（
月
）
ま
で

◆
申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

　
https://w

w
w

.jinji-shiken.
go.jp/juken.htm

l
問　
秋
田
労
働
局
総
務
課
人
事
係

☎
０
１
８
（
８
６
２
）
６
６
８
１

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
無
料
相
談
会

　
成
年
後
見
制
度
や
終
活
な
ど
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
知
識
経

験
を
有
す
る
行
政
書
士
に
よ
る
市
民
公
開

セ
ミ
ナ
ー
と
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。（
申
込
不
要
）

◆�

日
時　
４
月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

◆
会
場　
湯
沢
市
役
所
25
、
26
会
議
室

問�　
公
益
財
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
秋
田
県
支
部

☎
０
１
８
５
�
２
６
２
３

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
開
催

◆
日
時

①�

事
前
説
明
会　
５
月
８
日
（
木
）
午
前

10
時
か
ら
午
前
11
時
45
分
ま
で

②�

養
成
講
座　
６
月
４
日
（
水
）
か
ら
11

月
27
日
（
木
）
ま
で

◆
会
場　
秋
田
県
点
字
図
書
館

◆
定
員
等　
各
講
座
10
名
程
度

◆�

事
前
説
明
会
受
付　
４
月
１
日
（
火
）

か
ら
５
月
７
日
（
水
）
ま
で

問　
秋
田
県
点
字
図
書
館

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

自立相談支援事業
東成瀬村巡回相談
日時　４月８日（火）
　　　10：00 ～ 12：00
場所　保健センター
問　秋田県南福祉事務所
　　企画福祉課
　☎０１８２－３２－３２９４

心の健康相談
開催日　４月 14、28 日（月）
時　間　9：30 〜 11：30
場　所　東成瀬村国保診療所
　　　　相談室
担　当　東成瀬村のぞみの会
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☎
０
１
８
（
８
４
５
）
０
０
３
１

特
設
人
権
相
談
所

　
近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
扶
養
・
相
続
な

ど
の
相
談
を
人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し

ま
す
。（
申
込
不
要
・
相
談
無
料
）

◆�

日
時　
４
月
11
日
（
金
）、
25
日
（
金
）

午
前
10
か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆
場
所　
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問　
秋
田
地
方
法
務
局
大
曲
支
局

☎
０
１
８
７
�
２
１
０
０

自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
の
債
務
整

理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
東
日
本
大
震
災
や
平
成
27
年
９
月
２
日

以
降
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
自
然

災
害
に
よ
り
影
響
を
受
け
ら
れ
た
個
人
や

個
人
事
業
主
の
方
は
、「
自
然
災
害
に
よ
る

被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免

除・減
額
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ロ
ー
ン
借
入
先
の
金
融
機

関
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�　
東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務
所
理
財

課
☎
０
１
８
（
８
６
２
）
４
１
９
３

旧
優
生
保
護
法

　
旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
優
生
手
術
等
を

受
け
た
方
は
、
補
償
金
等
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
配
偶
者
・
ご
遺
族
の
方

も
請
求
可
能
で
す
。

※�

詳
細
は
、
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問　
秋
田
県　
保
健
・
疾
病
対
策
課

☎
０
１
８
（
８
６
０
）
１
４
３
１

憲
法
週
間
行
事「
法
曹
関
係
機
関
の
業

務
を
知
ろ
う
！
」

　
裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
、
法
テ
ラ

ス
な
ど
の
役
割
及
び
業
務
の
説
明
、
裁
判

所
の
法
廷
施
設
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
裁
判
傍
聴
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◆�

日
時　
５
月
９
日
（
金
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で

◆
会
場　
秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所

◆
定
員　
30
名
（
予
約
制
・
先
着
順
）

◆�

申
込
期
間　
４
月
14
日
（
月
）
か
ら
４

月
25
日
（
金
）
ま
で

問　
秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所
総
務
課

☎
０
１
８
（
８
０
３
）
０
１
８
１

第
23
回
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会◆
日
時　
８
月
23
日
（
土
）

◆�

競
技
及
び
会
場　
一
般
卓
球
（
秋
田
テ

ル
サ
体
育
館
）、ボ
ッ
チ
ャ
（
秋
田
県
心

身
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育

館
・
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
展
示
ホ
ー

ル
）

◆
日
時　
９
月
13
日
（
土
）

◆�

競
技
及
び
会
場　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
秋

田
県
勤
労
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
）、サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス
（
秋
田
県
身
体
障
害
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）、ボ
ウ
リ
ン
グ

（
ロ
ッ
ク
ン
ボ
ウ
ル
）

◆
日
時　
９
月
20
日
（
土
）

◆�

競
技
及
び
会
場　
陸
上
競
技
（
秋
田
県

立
中
央
公
園
陸
上
競
技
場
）、フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
（
秋
田
県
立
中
央
公
園
球

技
場
）、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
精
神
障
害
（
秋

田
県
立
体
育
館
）

◆
日
時　
９
月
27
日
（
土
）

◆�

競
技
及
び
会
場　
水
泳
（
秋
田
県
立
総

合
プ
ー
ル
サ
ブ
プ
ー
ル
）

◆�

申
込
期
間　
４
月
14
日
（
月
）
か
ら
５

月
９
日
（
金
）
ま
で

問�　

一
般
社
団
法
人
秋
田
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
１
８
（
８
６
４
）
２
７
５
０

や
さ
し
い
森
の
ポ
ロ
記
念
講
演
会

　
障
害
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
ご
と
に
将
来
を
見
据
え
た
継
続
的

な
支
援
が
不
可
欠
と
言
わ
れ
ま
す
。
本
講

演
会
で
は
、
特
に
就
学
期
か
ら
学
童
期
に

お
け
る
発
達
課
題
を
知
り
、
支
援
の
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
具
体
的
に
お
話
し
し
ま

す
。

◆�

日
時　
４
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

◆
会
場　
湯
沢
文
化
会
館
第
一
会
議
室

※
参
加
費
無
料

問　
多
機
能
型
児
童
発
達
支
援
施
設

☎
０
１
８
３
�
８
６
６
１

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

◆�

募
集
住
宅　
県
営
倉
内
住
宅
（
湯
沢
市

倉
内
字
三
ツ
田
）

◆�

募
集
戸
数　
木
造
２
階
建
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸
（
平
成
８
年
建
設
）

◆
家
賃　
２
０
３
０
０
円
か
ら

◆�

募
集
期
間　
４
月
１
日
（
火
）
か
ら
４

月
10
日
（
木
）
ま
で

◆
入
居
可
能
日　
５
月
１
日
（
木
）

◆�

入
居
条
件　
住
宅
困
窮
状
況
、
所
得
、

単
身
不
可
等

問　
秋
田
県
仙
北
地
域
振
興
局
建
築
課

☎
０
１
８
７
�
３
１
１
３

問
・
申
込
み　
総
務
課　
☎
㊼
３
４
０
１
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　●人　口　　　　　男　1,220人（－１）
　　　　　　　　　　女　1,104人  (－３)
　　　　　　　　　　計　2,324人  (－４)
　●世帯数　1030戸 (＋２)
　●出生　１人[８人〕●死亡　４人[56人〕
　●転入　３人[54人〕●転出　３人[67人〕
注(　)内は前月比、〔　〕は令和６年４月から

◎交通事故　・発生件数… 0 件 〔30件〕
 　・死者……… 0 人 〔０人〕
 　・傷者……… 0 人 〔０人〕
　～令和６年12月26日より無事故64日～
◎交通死亡事故『０』継続日数　３222日
　　　　　　～平成２８年５月４日より～
◎無火災記録　　305日
　　　　　　　～令和6年4月29日より～

安全記録

村の人口と世帯

（敬称略）慶弔

◆ごめいふくをお祈りします

佐々木　キ　ヱ　（90）　滝ノ沢
佐　藤　キミ子　（93）　岩井川
柴　田　トシ子　（94）　幸寿苑

３３

ひがしなるせ

　谷　藤　心　美　（女） 　　　 田子内

◆お誕生おめでとう
ここみ 良

幸恵

撮影　広報担当
【 2025ジュネスカップスキー大会 】

今月の一枚

第10回東成瀬村写真コンクール

【成瀬ダム部門　優秀賞】
「巨大重機にとらわれそう！」
撮影者　五十嵐　敏　紀（横手市）

「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています。

２月の
東成瀬村
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